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いい仲間 いい仕事 三栄会  第14回 
関係会社との一体感を持った連結経営を目指す三井物産の関係会社の会である「東京三栄会」。その最新の活動状況を
紹介するシリーズです。第14回は、「第28回東京三栄会通常総会」での増田東京三栄会会長の発言内容をご紹介します。 
●お問い合わせ先：事業管理部企画室　東京三栄会事務局　7569 
　eメールアドレス：SaneikaiTKAOI＠mitsui.com 
●東京三栄会ホームページ：http://www.san-eikai.or.jp 
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　「
第
二
十
八
回
東
京
三
栄
会
通
常
総

会
」
が
二
〇
〇
七
年
十
二
月
三
日
、
三

井
物
産
十
二
階
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
席
上
、
増
田
東
京
三
栄
会
会
長

（
三
井
情
報
㈱
社
長
）
か
ら
所
信
の
表

明
が
あ
り
、
そ
の
中
に
今
後
の
東
京
三

栄
会
の
進
む
べ
き
方
向
性
な
ど
も
垣
間

見
え
ま
す
の
で
、
そ
の
概
要
を
ご
紹
介

し
ま
す
。 

 

 

   　
先
日
公
表
さ
れ
た
三
井
物
産
の
業
績

は
引
き
続
き
好
調
で
、
今
年
度
史
上
最

高
の
決
算
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
東
京
三
栄
会
会
員
各
社

も
多
大
な
る
貢
献
を
し
て
い
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。
二
〇
〇
六
年
に
新
会
社
法

が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
グ
ル
ー

プ
企
業
一
体
経
営
と
で
も
い
う
べ
き
方

向
性
が
明
確
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
定

量
的
な
貢
献
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
Ｃ

Ｓ
Ｒ
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
内
部
統

制
な
ど
の
定
性
面
で
も
グ
ル
ー
プ
企
業

が
一
体
と
な
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が
強

く
求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

   　
東
京
三
栄
会
は
、
会
員
同
士
の
情
報

交
換
や
親
睦
を
主
た
る
目
的
と
し
て
設

立
さ
れ
た
自
主
的
な
任
意
団
体
で
す
。

一
方
、
グ
ル
ー
プ
企
業
一
体
経
営
の
時

代
で
あ
る
現
在
、
三
井
物
産
グ
ル
ー
プ

企
業
の
一
員
と
し
て
の
社
会
的
責
任
を

問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
考
え

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
独
立
企
業
間
の

交
流
と
い
う
東
京
三
栄
会
の
趣
旨
を
生

か
し
つ
つ
、
グ
ル
ー
プ
企
業
一
体
経
営

と
い
う
社
会
的
要
請
を
両
立
さ
せ
る
べ

く
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
一
体
感
の
醸

成
を
目
的
と
し
て
、
こ
の
一
年
活
動
を

し
て
き
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
会
員
企

業
社
員
間
の
交
流
を
通
じ
て
の
グ
ル
ー

プ
意
識
の
向
上
で
す
。
研
修
や
ス
ポ
ー

ツ
交
流
、
社
会
貢
献
活
動
を
含
め
た
文

化
交
流
な
ど
、
多
く
の
社
員
の
当
該
活

動
へ
の
参
加
を
経
て
交
流
の
輪
が
広
が

り
ま
し
た
。
今
後
も
会
員
相
互
の
交
流

を
拡
大
し
、
そ
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ

と
が
東
京
三
栄
会
最
大
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。 

   　
こ
の
一
年
で
、
東
京
三
栄
会
を
取
り

巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

そ
の
顕
著
な
も
の
は
会
員
企
業
数
の
減

少
で
す
。
二
〇
〇
六
年
に
は
百
六
十
五

社
で
あ
っ
た
会
員
各
社
が
、
二
〇
〇
七

年
は
百
三
十
八
社
に
な
り
ま
し
た
。
三

井
物
産
に
よ
る
関
係
会
社
統
廃
合
と
い

う
方
針
の
下
、
今
後
、
減
少
を
続
け
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
会
員

企
業
で
働
く
社
員
の
数
に
大
き
な
変
化

は
あ
り
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
、
当
会
の

活
動
対
象
と
な
る
社
員
数
は
変
わ
ら
な

い
も
の
の
、
会
費
を
払
う
企
業
数
が
減
 

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
予
算
は
厳
し

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
の

活
動
範
囲
、
領
域
を
今
後
と
も
に
拡
大

し
て
い
く
方
向
性
に
変
化
は
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
現
在
で
も
不

足
し
て
い
る
各
委
員
会
や
各
部
会
活
動

を
担
う
委
員
の
必
要
性
が
ま
す
ま
す
増

し
て
き
ま
し
た
。
東
京
三
栄
会
の
活
動

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
活
動
に
よ
っ

て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
と

も
、
ま
だ
委
員
を
出
さ
れ
て
い
な
い
会

員
企
業
か
ら
も
委
員
を
出
す
よ
う
に
ご

配
慮
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
＊
 

　
東
京
三
栄
会
の
最
新
の
活
動
状
況
な

ど
に
つ
い
て
は
、
東
京
三
栄
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
（http:// 

w
w
w
.san-eikai.or.jp/top.htm

l

）。

活
動
計
画
と
報
告
、
三
栄
会
の
会
員
各

社
紹
介
、
三
栄
会
が
年
三
回
発
行
し
て

い
る
『
サ
ン
エ
イ
ニ
ュ
ー
ス
』
な
ど
を

ご
覧
頂
け
ま
す
。 

（
東
京
三
栄
会
広
報
委
員
長
　
 

日
本
ユ
ニ
シ
ス
㈱
／
前
田
記
）  

グ
ル
ー
プ
企
業
が
 

一
体
と
な
っ
て
対
応
 

会
員
相
互
の
交
流
を
拡
大
が
 

最
大
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
 

当
会
活
動
を
担
う
委
員
の
 

必
要
性
が
増
す
 

発言する増田東京三栄会会長 

総会後、懇親会を楽しむ会員の皆さん 
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 （
三
井
情
報
㈱
社
長
） 

増
田
潤
逸
　
東
京
三
栄
会
会
長
 


